
魔法少女リリカルなのは 魔法少女と転生者

シーザス

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
 

魔
法
少
女
と
転
生
者

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
３
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
シ
ー
ザ
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
気
が
つ
い
た
ら
、
真
っ
暗
な
空
間
に
い
た
少
年
、
『
無
蔵
 

聖
』
は
神
と
出

む
く
ら

こ
う
き

会
う
。

そ
し
て
、
転
生
し
た
矢
先
、
い
き
な
り
「
双
子
座
」
と
名
の
る
双
子
に
出
会
う
。

ジ
ェ
ミ
ニ

「
星
座
」
と
は
？
 

彼
ら
の
目
的
は
一
体
、
な
ん
な
の
か
。

ス
タ
ー
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：
１
：

―
―
―

＊
「
俺
は
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
ん
だ
？
」

俺
は
今
、
真
っ
暗
な
空
間
に
い
た
。

何
も
無
い
。

「
―
―
―
、
！
！
 

誰
だ
！
」

俺
は
後
ろ
を
振
り
向
き
な
が
ら
、
構
え
を
と
っ
た
。

俺
の
構
え
は
、
両
手
を
楽
に
握
っ
て
下
に
下
げ
、
右
足
を
少
し
前
に
、
左
足
を

少
し
後
ろ
に
し
て
構
え
る
。

そ
こ
に
い
た
の
は
―
―
―
…
、

＊
「
お
っ
と
、
キ
ミ
だ
な
？
 

『
陸
奥
圓
明
流
』
を
使
う
子
供
っ
て
の
は
？
」
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頭
に
白
い
わ
っ
か
を
つ
け
た
男
だ
っ
た
。

＊
「
誰
だ
よ
…
？
 

あ
ん
た
は
？
 

っ
て
か
、
な
ん
で
『
陸
奥
圓
明
流
』
を
…

？
」

＊
「
ま
あ
、
立
ち
話
も
な
ん
だ
。
 

座
れ
よ
。
」

＊
「
お
い
、
俺
の
話
を
無
視
す
る
な
。
」

と
か
な
ん
と
か
い
い
つ
つ
、
ち
ゃ
っ
か
り
座
っ
て
る
俺
が
情
け
な
い
…

＊
「
ん
で
、
俺
が
誰
か
。
 

だ
っ
た
な
。
 

ま
あ
、
世
間
的
に
、
俺
は
神
様
っ

て
奴
だ
な
。
」

＊
「
神
…
？
 

残
念
だ
が
、
俺
は
神
を
信
じ
な
い
ん
で
な
。
 

っ
う
か
信
じ
た

く
な
い
。
」

神
「
あ
ら
あ
ら
そ
れ
は
残
念
だ
こ
と
。
 

ま
あ
、
い
い
さ
。
」

＊
「
っ
！
！
 

て
め
え
…
俺
は
何
故
、
こ
こ
に
い
る
！
！
 

何
故
、
貴
様
は
俺

を
殺
し
た
！
！
？
 

知
っ
て
い
る
真
実
を
全
て
話
せ
！
！
！
」
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神
「
わ
か
っ
た
。
 

ま
ず
、
お
前
は
俺
の
部
下
の
手
違
い
に
よ
っ
て
死
ん
だ
ん

だ
。
 

俺
は
お
前
を
転
生
さ
せ
る
。
」

＊
「
手
違
い
…
だ
と
！
！
？
 

て
め
え
！
！
 

デ
タ
ラ
メ
な
ら
べ
て
ん
じ
ゃ
・
・

・
！
！
？
」

俺
は
神
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
俺
の
体
は
空
中
で
止
ま
っ
た
。

＊
「
な
、
な
ん
だ
…
！
！
？
」

神
「
人
の
話
は
最
後
ま
で
聞
け
。
」

そ
の
時
、
俺
の
体
に
う
っ
す
ら
と
光
る
小
さ
な
糸
が
…
い
や
、
紐
か
？

＊
「
ワ
イ
ヤ
ー
か
？
」

神
「
よ
く
見
え
た
な
。
 

だ
が
、
ワ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
い
。
」
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＊
「
な
ら
な
ん
だ
？
」

神
「
?
雲
糸
?
だ
。
」

＊
「
束
に
な
れ
ば
大
の
大
人
で
も
動
け
な
く
な
る
軽
く
て
、
そ
れ
で
い
て
丈
夫

な
糸
か
。
」

神
「
知
っ
て
た
か
。
」

＊
「
い
や
、
今
知
っ
た
。
」

正
直
、
今
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
が
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
る
な
。

神
「
お
、
よ
く
気
づ
い
た
な
。
」

＊
「
人
の
心
を
読
む
な
…
」

神
「
俺
は
神
だ
か
ら
な
。
」

＊
「
そ
れ
で
…
さ
っ
き
、
俺
を
転
生
さ
せ
る
と
か
い
っ
て
い
た
が
、
何
処
に
転
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生
さ
せ
る
つ
も
り
だ
？
」

神
「
『
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
』
」

＊
「
は
？
 

…
…
…
お
い
お
い
ま
さ
か
、
ア
ニ
メ
の
世
界
か
…
！
？
」

神
「
お
、
い
い
感
し
て
ん
じ
ゃ
ね
え
か
☆
」

＊
「
っ
て
っ
め
ぇ
！
！
 

や
っ
ぱ
り
殺
す
！
！
」

神
「
そ
の
動
け
な
い
状
態
で
、
ど
う
や
っ
て
俺
を
殺
す
つ
も
り
だ
？
」

＊
「
な
め
ん
な
よ
？
 

俺
は
『
陸
奥
圓
明
流
』
を
?
使
え
る
?
だ
け
だ
。
 

継

承
は
し
て
な
い
！
！
」

神
「
…
あ
」

＊
「
バ
カ
が
。
」

神
「
い
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
ー
ー
ー
！
！
！
」
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―
―
―

＊
「
…
わ
り
ぃ
。
 

案
外
弱
く
て
…
」

神
「
う
う
ぅ
…
」

俺
の
眼
下
に
は
ボ
コ
ボ
コ
に
な
っ
た
神
が
い
た
。

神
「
酷
い
…
最
初
は
ま
だ
良
か
っ
た
。
 

だ
が
、
最
後
は
酷
い
…
?
虎
砲
?
か

ら
の
?
虎
砲
?
の
跡
に
向
け
て
?
無
空
波
?
は
無
い
…
体
が
い
か
れ
る
…
」

＊
「
っ
て
か
、
よ
く
生
き
て
る
な
。
」

神
「
俺
は
神
だ
か
ら
な
。
 

…
っ
て
何
回
目
だ
…
？
 

こ
の
く
だ
り
…
」

＊
「
ふ
む
。
 

や
っ
と
く
だ
り
に
気
が
つ
い
た
か
。
 

そ
う
い
え
ば
…
俺
は
転

生
後
、
役
目
は
な
ん
な
ん
だ
？
」

神
「
…
…
…
嗚
呼
、
お
前
の
役
目
は
特
に
無
い
。
」
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＊
「
特
に
無
い
、
か
…
ふ
ん
、
ま
あ
、
い
い
だ
ろ
う
。
」

神
「
後
、
お
前
に
は
『
希
少
技
能
』
と
し
て
?
零
?
を
授
け
る
。
」

レ
ア
ス
キ
ル

ゼ
ロ

＊
「
?
零
?
…
？
」

神
「
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
っ
ち
に
手
紙
を
送
る
。
」

＊
「
わ
か
っ
た
。
」

神
「
さ
て
…
と
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な
。
」

俺
は
自
分
の
姿
を
見
て
み
た
。

自
分
の
足
が
透
け
て
き
て
い
た
。

神
「
さ
て
、
お
別
れ
か
。
 

最
後
に
、
お
前
に
は
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』
を
つ
け
さ

せ
て
も
ら
う
ぞ
。
」

＊
「
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』
？
 

何
か
関
係
あ
る
の
か
よ
？
」
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神
「
あ
っ
ち
の
世
界
に
は
魔
力
値
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
お
前
は
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
、
ラ
ン
ク
が
Ｅ
Ｘ
ラ
ン
ク
な
ん
だ
。
 

だ
か
ら
、
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』

で
ラ
ン
ク
を
Ｃ
＋
ラ
ン
ク
に
な
っ
て
も
ら
う
。
 

こ
れ
は
技
の
威
力
に
も
関
係

す
る
か
ら
な
。
 

Ｃ
＋
だ
と
、
打
撲
程
度
の
傷
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
。
」

＊
「
そ
こ
ま
で
威
力
が
落
ち
る
の
か
。
 

な
ら
、
大
抵
の
こ
と
な
ら
平
気
だ
な
。

」神
「
大
抵
っ
て
な
ん
だ
よ
。
 

大
抵
っ
て
…
」

＊
「
聞
い
た
ら
あ
ん
た
、
生
き
て
な
い
ぜ
？
」

神
「
は
ー
…
怖
っ
！
！
」

＊
「
最
後
に
…
教
え
て
お
く
か
。
 

俺
の
名
前
は
聖
。
 

無
蔵
聖
だ
。
」

こ
う
き

む
く
ら
こ
う
き

神
「
や
っ
と
、
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
な
。
 

本
当
に
こ
れ
で
最
後
さ
。
 

お

前
の
武
器
を
作
る
か
ら
、
リ
ク
エ
ス
ト
を
く
れ
。
 

作
っ
て
お
く
よ
。
」

聖
「
だ
っ
た
ら
、
日
本
刀
を
作
っ
て
く
れ
。
 

扱
い
や
す
い
も
の
な
ら
な
ん
で

も
い
い
。
」
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神
「
お
前
、
剣
士
だ
っ
た
の
か
。
 

わ
か
っ
た
。
 

俺
の
最
高
傑
作
を
作
っ
て

お
く
よ
。
 

あ
あ
、
そ
れ
か
ら
、
お
前
の
家
は
一
軒
家
だ
。
 

あ
っ
ち
に
つ
い

た
ら
、
家
の
前
に
送
っ
て
お
く
よ
。
」

聖
「
わ
か
っ
た
。
 

助
か
る
。
」

そ
ろ
そ
ろ
、
体
が
消
え
て
き
た
。

神
「
さ
て
、
と
。
 

そ
ろ
そ
ろ
…
」

聖
「
あ
あ
、
お
別
れ
だ
な
。
」

神
「
完
成
し
た
ら
、
お
前
の
家
に
送
る
よ
。
」

聖
「
あ
あ
、
あ
り
が
と
う
。
」

そ
し
て
、
俺
は
光
に
な
っ
て
消
え
た
。

―
―
―
―
―
―
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神
「
…
…
…
さ
ぁ
て
。
 

頑
張
る
と
す
る
か
な
ぁ
。
」

俺
は
あ
い
つ
の
注
目
の
品
を
作
り
始
め
た
。

―
―
―

聖
「
こ
こ
が
、
俺
の
家
か
。
」

俺
は
か
な
り
で
か
い
家
の
前
に
い
た
。

聖
「
い
や
い
や
、
絶
対
に
で
か
い
だ
ろ
…
別
荘
か
？
 

こ
こ
は
…
」

俺
は
呆
れ
て
家
の
中
に
入
ろ
う
と
し
た
。

そ
の
時
、

＊
「
「
ね
ぇ
…
。
 

キ
ミ
、
『
無
蔵
 

聖
』
だ
よ
ね
？
」
」

聖
「
！
！
？
 

誰
だ
！
？
 

何
故
、
俺
の
名
前
を
…
！
！
？
」
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＊
「
「
僕
達
は
「
双
子
座
」
だ
よ
。
」
」

ジ
ェ
ミ
ニ

＊
「
僕
は
レ
ミ
ア
」

＊
「
僕
は
フ
ァ
ン
ケ
ル
」

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
レ
ミ
ア
・
フ
ァ
ン
ケ
ル
」
」

聖
「
レ
ミ
ア
・
フ
ァ
ン
ケ
ル
…
？
 

誰
な
ん
だ
よ
お
前
ら
は
…
！
！
」

レ
ミ
ア
「
と
り
あ
え
ず
、
場
所
を
移
動
し
よ
う
か
？
」

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
こ
の
先
に
、
人
気
の
無
い
場
所
を
知
っ
て
る
か
ら
さ
。
」

ひ
と
け

聖
「
…
…
…
何
が
目
的
だ
？
」

レ
ミ
ア
「
キ
ミ
の
…
?
力
?
」

聖
「
（
コ
イ
ツ
ら
…
）
わ
か
っ
た
…
案
内
し
ろ
。
」
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レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
そ
う
こ
な
く
っ
ち
ゃ
」
」

俺
は
双
子
に
つ
い
て
い
っ
た
。

―
―
―

神
「
な
に
ぃ
！
！
？
 

「
星
座
」
共
が
牢
獄
か
ら
逃
げ
出
し
た
だ
と
ぉ
！
！
？
」

ス
タ
ー

天
使
「
は
い
…
！
！
 
?
暗
黒
の
牢
獄
?
が
、
い
つ
の
間
に
か
破
壊
さ
れ
、
「

星
座
」
達
は
逃
げ
出
し
て
お
り
ま
し
た
…
！
！
」

神
「
く
そ
っ
…
！
 

（
誰
か
密
告
者
が
い
る
の
か
…
！
？
 

そ
れ
と
も
…
）
な

ん
に
し
て
も
、
急
が
ね
ぇ
と
な
…
！
！
 

待
っ
て
ろ
よ
！
 

聖
！
！
」

俺
は
大
急
ぎ
で
作
業
を
再
開
し
た
。

―
―
―

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
こ
こ
だ
よ
。
」
」
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聖
「
こ
こ
は
…
ど
う
見
て
も
公
園
じ
ゃ
な
い
か
。
」

レ
ミ
ア
「
そ
う
だ
よ
。
」

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
こ
こ
は
公
園
だ
よ
。
」

聖
「
…
（
そ
う
い
え
ば
あ
い
つ
、
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』
が
な
ん
な
の
か
教
え
な
か

っ
た
…
！
 

く
そ
っ
た
れ
…
！
！
）
う
お
お
お
！
！
」

俺
は
突
っ
込
ん
だ
。

レ
ミ
ア
「
へ
ぇ
？
 

突
っ
込
ん
で
く
る
ん
だ
？
」

そ
う
い
っ
た
レ
ミ
ア
の
右
手
に
、
真
っ
白
な
『
大
剣
』
が
現
れ
た
。

聖
「
！
！
？
（
ど
こ
か
ら
現
れ
た
ん
だ
…
！
？
）
ち
ぃ
っ
！
！
」

俺
は
後
ろ
に
跳
ん
だ
。

レ
ミ
ア
「
は
あ
っ
！
！
」
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ゴ
ヒ
ュ
ッ
！
！

『
大
剣
』
が
地
面
を
え
ぐ
り
、
地
面
が
切
れ
た
。

ズ
バ
ン
！
！

聖
「
あ
ぶ
な
っ
…
ッ
ッ
ツ
！
！
？
」

後
ろ
か
ら
の
殺
気
に
気
付
き
、
直
ぐ
に
そ
の
場
を
離
れ
た
。

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！
！

銃
弾
が
地
面
を
え
ぐ
る
。

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
惜
し
い
な
。
」

聖
「
フ
ァ
ン
ケ
ル
は
黒
い
『
銃
』
か
…
く
そ
っ
！
！
」

レ
ミ
ア
は
『
大
剣
』
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
は
『
銃
』
か
…
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レ
ミ
ア
「
?
覇
斬
?
」

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
?
ブ
ラ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
?
」

レ
ミ
ア
の
『
大
剣
』
が
赤
い
光
を
纏
っ
た
。

そ
れ
を
振
り
下
ろ
し
た
。

フ
ァ
ン
ケ
ル
の
『
銃
』
が
青
い
光
を
纏
っ
た
。

そ
れ
を
放
っ
た
。

聖
「
（
踏
み
込
む
し
か
な
い
…
！
！
）
」

ド
ガ
ア
ア
ァ
ア
ア
ァ
ア
ア
ン
！
！
！
！
！
！

濃
い
煙
が
立
ち
上
が
っ
た
。

聖
「
う
お
お
お
！
！
！
」

煙
の
中
か
ら
、
俺
は
レ
ミ
ア
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
を
奇
襲
し
た
。
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レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
！
」
」

聖
「
?
三
日
月
?
！
！
！
」

俺
の
両
足
は
弧
を
描
き
、
レ
ミ
ア
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
を
蹴
り
跳
ば
し
た
。

ド
ガ
ガ
ガ
！
！
！

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
う
わ
あ
あ
あ
！
！
！
」
」

ド
ガ
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！

二
人
は
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。

聖
「
は
あ
っ
…
！
 

は
あ
っ
…
！
 

ぐ
っ
…
左
腕
が
い
か
れ
ち
ま
う
…
！
！
！
」

正
直
、
今
の
ま
ま
だ
と
確
実
に
腕
が
壊
れ
る
。

レ
ミ
ア
「
フ
フ
フ
…
」
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フ
ァ
ン
ケ
ル
「
惜
し
か
っ
た
ね
。
」

聖
「
な
っ
…
！
！
？
」

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
な
が
ら
、
二
人
は
平
然
と
立
っ
て
い
た
。

聖
「
嘘
…
だ
ろ
…
？
」

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
さ
よ
う
な
ら
。
 

『
無
蔵
 

聖
』
」
」

レ
ミ
ア
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
の
武
器
が
俺
に
向
け
ら
れ
た
。

聖
「
ま
だ
だ
…
ま
だ
、
終
わ
ら
な
い
…
！
！
！
」

だ
が
、
も
う
体
に
力
が
入
ら
な
い
。

―
―
―
そ
し
て
―
―
―

ガ
キ
ィ
ン
！
！
！
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＊
「
悪
い
な
、
聖
。
 

お
前
と
「
星
座
」
を
戦
わ
せ
て
し
ま
っ
て
。
 

だ
が
、

安
心
し
ろ
。
 

俺
が
来
た
か
ら
に
は
、
も
う
お
前
に
は
傷
一
つ
付
け
さ
せ
ん
！

！
！
」

そ
れ
は
、

聖
「
か
、
み
？
」

神
だ
っ
た
。

神
「
立
ち
上
が
れ
。
」

そ
う
い
っ
て
神
は
俺
に
『
日
本
刀
』
を
差
し
出
し
て
き
た
。
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：
２
：

―
―
―

聖
「
神
…
こ
れ
は
…
」

神
「
俺
の
最
高
傑
作
の
刀
さ
。
」

聖
「
神
…
あ
り
が
と
う
。
」

神
「
礼
は
い
い
さ
。
 

そ
れ
よ
り
、
集
中
し
ろ
。
 

コ
イ
ツ
ら
は
強
い
ぞ
。
」

聖
「
嗚
呼
…
」

レ
ミ
ア
「
ち
ぇ
っ
！
 

ま
た
僕
達
を
捕
ま
え
に
来
た
の
か
い
？
」

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
ご
苦
労
な
こ
と
だ
ね
。
」

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
今
日
は
こ
れ
で
お
さ
ら
ば
に
し
て
あ
げ
る
よ
。
 

ま
た
会
お
う
ね
。
 

『
無
蔵
 

聖
』
」
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双
子
は
空
に
浮
か
ん
で
消
え
た
。

聖
「
ま
て
…
」

ズ
キ
ン
！
！
！

聖
「
～
～
～
～
～
！
！
！
！
！
」

左
腕
の
激
痛
で
意
識
が
跳
び
か
け
た
。

神
「
腕
か
？
 

見
せ
て
み
ろ
。
」

聖
「
い
っ
！
！
！
」

少
し
触
ら
れ
た
だ
け
で
こ
の
痛
み
…
砕
け
た
か
…
？

神
「
…
こ
れ
は
酷
い
な
。
 

完
全
に
砕
け
て
る
…
一
旦
、
お
前
の
家
に
行
こ
う
。

」聖
「
…
す
ま
ね
ぇ
…
」
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俺
は
神
の
肩
を
借
り
て
歩
い
た
。

―
―
―

聖
「
っ
て
え
！
！
！
」

神
「
ほ
れ
、
我
慢
し
ろ
。
」

聖
「
～
～
～
～
～
っ
…
！
！
！
 

マ
ジ
で
い
て
ぇ
…
」

神
「
と
り
あ
え
ず
、
固
定
は
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
ま
だ
不
安
定
だ
。
 

し
ば
ら

く
は
病
院
に
通
っ
た
ほ
う
が
い
い
な
。
」

聖
「
そ
う
す
る
…
」

神
「
嗚
呼
。
 

そ
う
い
え
ば
、
聖
。
 

お
前
、
そ
の
体
、
不
具
合
は
無
い
か
？
」

・
・
・

聖
「
不
具
合
？
 

い
や
、
今
の
と
こ
ろ
は
特
に
な
い
ぞ
？
」
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神
「
そ
う
か
。
 

こ
れ
で
ひ
と
ま
ず
一
安
心
だ
な
。
 

…
「
星
座
」
、
か
…
厄

介
な
奴
ら
が
脱
獄
し
た
も
ん
だ
。
」

聖
「
そ
の
「
星
座
」
っ
て
の
は
な
ん
な
ん
だ
？
 

さ
っ
き
は
聞
け
な
か
っ
た
か

ら
な
。
」

神
「
昔
、
天
界
に
は
?
最
高
神
?
と
呼
ば
れ
て
い
た
三
人
の
神
が
い
た
ん
だ
。

 
そ
の
?
最
高
神
?
の
側
近
に
つ
い
て
い
た
の
が
当
時
最
強
だ
っ
た
奴
ら
で
結

成
さ
れ
た
組
織
、
そ
れ
が
「
星
座
」
だ
。
 

「
双
子
座
」
は
そ
の
中
の
１
人
だ
。

 
「
双
子
座
」
は
、
あ
あ
見
え
て
あ
の
中
で
は
１
、
２
を
争
う
程
の
強
さ
を
持

っ
て
い
る
。
」

聖
「
ち
ょ
っ
と
ま
て
。
 

「
１
人
」
…
？
」

神
「
そ
う
い
や
お
ま
え
、
あ
い
つ
の
本
当
の
姿
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
っ
た
な
。

 
こ
の
際
だ
か
ら
、
教
え
て
お
く
か
。
」

聖
「
あ
い
つ
ら
は
な
ん
な
ん
だ
？
 

同
じ
攻
撃
に
苦
戦
さ
せ
ら
れ
た
ぞ
。
」

ど
う

神
「
あ
い
つ
ら
、
「
双
子
座
」
は
元
々
、
一
人
の
人
だ
。
 

こ
れ
は
あ
い
つ
ら

が
「
双
子
座
」
と
呼
ば
れ
る
由
来
な
ん
だ
が
な
。
」

聖
「
ま
さ
か
と
は
思
う
が
、
そ
い
つ
は
…
二
人
に
別
れ
た
の
か
？
」
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神
「
嗚
呼
。
 

そ
い
つ
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
ず
っ
と
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
」

聖
「
…
…
…
」

神
「
ど
う
し
た
？
」

聖
「
…
お
も
し
れ
ぇ
…
次
は
絶
対
に
負
け
ね
ぇ
！
！
！
」

神
「
は
ぁ
…
バ
ト
ル
マ
ニ
ア
め
…
」

聖
「
か
ま
わ
な
い
さ
。
」

神
「
今
日
は
も
う
寝
ろ
。
 

明
日
は
こ
の
街
を
見
て
回
る
と
い
い
さ
。
」

聖
「
嗚
呼
。
 

わ
か
っ
た
。
」

神
「
そ
う
そ
う
、
こ
っ
ち
で
の
俺
の
名
前
は
千
春
だ
。
 

覚
え
や
す
い
だ
ろ
？

 
無
蔵
千
春
。
」

む
く
ら

ち
は
る
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聖
「
…
そ
れ
、
最
高
神
の
命
令
か
？
」

千
春
「
嗚
呼
、
そ
う
だ
け
ど
？
」

聖
「
お
ま
え
、
な
に
も
知
ら
さ
れ
て
な
い
の
か
よ
？
」

千
春
「
な
ん
の
こ
と
だ
？
」

聖
「
…
千
春
は
…
俺
の
父
親
な
ん
だ
。
」

千
春
「
…
！
」

聖
「
千
春
は
…
優
し
か
っ
た
。
 

だ
け
ど
、
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
壊
れ
た
ん
だ
。

 
で
も
、
俺
は
そ
ん
な
千
春
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
好
き
だ
っ
た
ん
だ
。
」

千
春
「
…
だ
っ
た
ら
…
お
前
は
今
ま
で
通
り
に
す
れ
ば
い
い
。
」

聖
「
…
千
春
…
？
」

俺
は
い
つ
の
間
に
か
千
春
に
聞
き
返
し
て
い
た
。
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千
春
「
だ
か
ら
、
さ
。
 

お
前
は
俺
を
お
前
の
父
親
だ
と
思
え
ば
い
い
ん
だ
よ
。

」聖
「
千
春
を
…
父
親
と
？
」

千
春
「
嗚
呼
。
」

聖
「
…
…
…
」

千
春
「
…
返
事
は
い
つ
で
も
い
い
。
 

お
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
返
事
を
く
れ
。
」

聖
「
…
わ
か
っ
た
…
」

俺
は
小
さ
く
そ
う
呟
い
た
。

千
春
「
お
や
す
み
。
」

聖
「
…
お
や
す
み
…
」

俺
は
階
段
を
あ
が
っ
て
自
分
の
部
屋
に
い
っ
た
。
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―
―
―

知
ら
な
か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

だ
け
ど
、
知
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。

で
も
、
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
、
俺
は
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

千
春
「
…
父
親
、
か
…
」

そ
の
後
、
俺
は
激
し
い
睡
魔
に
襲
わ
れ
て
眠
っ
た
。

―
―
―

あ
の
後
、
俺
は
全
然
眠
れ
な
か
っ
た
。

聖
「
…
父
さ
ん
…
助
け
て
く
れ
よ
…
俺
は
…
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
よ
…
父
さ

ん
…
」

俺
は
悲
し
み
の
渦
に
徐
々
に
飲
ま
れ
て
い
っ
た
…

聖
「
…
誰
な
ん
だ
…
キ
ミ
は
…
？
」
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い
つ
し
か
俺
は
聞
こ
え
て
き
た
声
に
聞
き
返
し
て
い
た
。

＞
…
助
け
て
…
誰
か
…
助
け
て
く
だ
さ
い
…
＜

そ
の
声
が
聞
こ
え
た
後
、
俺
は
不
思
議
な
?
映
像
?
を
見
た
。

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

聖
＞
…
！
 

こ
れ
は
…
＜

そ
の
?
映
像
?
は
黒
い
塊
の
様
な
も
の
が
小
さ
な
動
物
を
襲
っ
て
い
る
?
映
像

?
だ
っ
た
。

聖
＞
こ
の
黒
い
塊
…
（
嫌
に
強
い
ち
か
ら
を
感
じ
る
…
な
ん
だ
？
 

こ
れ
は
…

？
）
＜

そ
の
黒
い
塊
は
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
そ
の
小
さ
な
動
物
に
向
か
っ
て
い
た
。

聖
＞
助
け
に
い
か
な
い
と
！
！
＜

俺
は
急
い
で
準
備
を
整
え
た
。
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す
る
と
?
映
像
?
が
い
き
な
り
消
え
た
。

聖
「
今
の
は
一
体
…
ま
あ
、
い
い
か
…
早
く
い
か
な
い
と
…
！
」

俺
は
急
い
で
家
か
ら
飛
び
出
し
た
。

―
―
―

聖
「
な
ん
だ
っ
て
こ
ん
な
森
の
中
に
…
！
！
」

俺
は
森
を
急
い
で
走
っ
て
い
た
。

聖
「
…
！
 

あ
っ
ち
か
！
」

俺
は
か
す
か
な
音
を
聞
い
て
そ
の
音
の
場
所
に
走
っ
た
。

聖
「
…
い
た
！
」

さ
ら
に
し
ば
ら
く
走
っ
て
い
る
と
や
っ
と
見
つ
け
た
。
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聖
「
?
映
像
?
で
見
た
と
き
よ
り
数
が
多
い
？
！
」

?
映
像
?
で
見
た
と
き
よ
り
数
が
約
二
倍
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
白
い
制
服
を
着
た
女
の
子
が
い
る
。

聖
「
と
り
あ
え
ず
、
と
」

近
く
に
い
た
黒
い
塊
に
向
か
っ
て
、

聖
「
?
虎
砲
?
！
！
！
」

俺
は
全
身
に
ち
か
ら
を
込
め
た
一
撃
で
黒
い
塊
の
心
臓
近
く
を
突
き
抜
い
た
。

＞
ギ
ャ
オ
オ
オ
ゥ
ゥ
ゥ
！
！
？
＜

黒
い
塊
は
吹
っ
飛
ん
だ
。

そ
し
て
「
し
ゅ
ん
」
と
光
に
な
っ
て
消
え
た
。
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聖
「
…
は
っ
？
 

マ
ジ
か
よ
…
ま
さ
か
…
半
分
以
上
分
身
な
の
か
…
？
」

と
り
あ
え
ず
言
っ
て
お
こ
う
。

数
が
多
い
！
！

聖
「
仕
方
な
い
か
…
い
く
ぞ
！
！
」

俺
は
黒
い
塊
を
蹴
散
ら
し
な
が
ら
、
白
い
制
服
の
女
の
子
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。

聖
「
?
虎
砲
?
！
！
！
」

＞
ギ
ャ
オ
オ
オ
ゥ
ゥ
ゥ
！
！
！
＜

大
体
二
十
体
位
倒
し
た
の
に
ま
だ
ま
だ
沢
山
い
る
。

聖
「
?
紫
電
?
！
！
！
」

俺
は
黒
い
塊
に
上
段
の
回
し
蹴
り
を
放
ち
直
ぐ
様
空
中
で
軌
道
を
下
方
に
変
え

て
蹴
り
跳
ば
し
た
。
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＞
ギ
ャ
ン
！
！
！
＜

最
後
の
一
体
を
倒
し
て
そ
の
女
の
子
に
近
づ
い
た
。

聖
「
大
丈
夫
か
い
？
」

＊
「
は
、
は
い
。
 

大
丈
夫
で
す
。
」

＊
＞
貴
方
は
一
体
…
＜

聖
「
フ
ェ
レ
ッ
ト
が
…
喋
っ
た
？
 

と
り
あ
え
ず
君
た
ち
、
名
前
は
？
」

俺
は
周
り
の
黒
い
塊
を
蹴
り
跳
ば
し
な
が
ら
聞
い
た
。

＊
「
高
町
な
の
は
で
す
。
」

＊
＞
ユ
ー
ノ
で
す
。
 

ユ
ー
ノ
・
ス
ク
ラ
イ
ア
＜

聖
「
な
の
は
に
ユ
ー
ノ
か
。
 

俺
は
無
蔵
聖
だ
。
」
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ま
た
黒
い
塊
を
蹴
り
跳
ば
し
た
。

聖
「
っ
た
く
！
 

数
が
多
い
！
」

ユ
ー
ノ
＞
よ
く
ア
レ
を
蹴
り
跳
ば
せ
ま
す
ね
…
＜

聖
「
そ
う
か
？
 

と
り
あ
え
ず
時
間
を
稼
ぐ
か
ら
君
た
ち
は
や
る
こ
と
を
や
れ
。

」な
の
は
、
ユ
ー
ノ
「
＞
は
い
！
＜
」

聖
「
さ
て
、
と
…
」

＞
グ
ラ
ァ
ア
ア
ア
ァ
ア
ア
ア
！
！
！
＜

俺
に
向
か
っ
て
き
た
黒
い
塊
を

聖
「
?
虎
砲
?
！
！
！
」
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＞
ギ
ャ
オ
ン
！
！
！
＜

?
虎
砲
?
で
吹
っ
飛
ば
し
た
。

聖
「
あ
い
つ
ら
の
準
備
が
終
わ
る
ま
で
…
俺
が
相
手
し
て
や
る
よ
！
！
！
」

＞
グ
ル
ル
ル
…
＜

聖
「
・
・
・
は
っ
？
 

な
ん
だ
？
 

こ
れ
？
」

俺
の
右
腕
の
肘
か
ら
手
首
に
か
け
て
に
鎖
が
い
く
つ
も
巻
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
鎖
の
周
り
に
黒
い
玉
が
舞
っ
て
い
た
。

聖
「
さ
っ
き
ま
で
な
っ
て
な
か
っ
た
よ
な
…
？
」

鎖
が
巻
き
付
い
て
る
の
に
関
わ
ら
ず
全
然
重
さ
を
感
じ
な
い
。

聖
「
…
試
し
て
み
る
か
」
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試
し
に
俺
は
右
手
を
横
に
降
っ
て
み
た
。

聖
「
お
っ
」

面
白
い
こ
と
に
黒
い
玉
は
黒
い
塊
の
周
り
を
グ
ル
グ
ル
と
回
り
、
黒
い
塊
の
動

き
を
封
じ
た
。

聖
「
『
弾
け
ろ
』
！
」

俺
が
『
弾
け
ろ
』
と
言
っ
た
瞬
間
、
右
手
の
黒
い
玉
が
全
て
弾
け
て
俺
の
周
り

を
高
速
で
回
転
し
始
め
た
。

聖
「
盾
か
。
」

近
づ
い
て
き
た
黒
い
塊
を
全
て
弾
き
跳
ば
し
た
。

聖
「
そ
う
い
え
ば
…
」

俺
は
左
腕
の
痛
み
が
な
く
な
っ
た
事
に
気
付
き
、
包
帯
を
外
し
て
み
た
。

聖
「
・
・
・
な
ん
で
？
」
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左
手
も
右
手
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

今
の
と
こ
ろ
違
う
の
は
色
だ
け
だ
。

聖
「
?
虎
砲
?
！
！
！
」

?
虎
砲
?
を
撃
っ
て
始
め
て
気
づ
い
た
。

こ
の
鎖
は
伸
縮
自
在
で
?
虎
砲
?
を
撃
ち
込
む
直
前
、
相
手
を
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
絡
め
と
る
。

聖
「
鎖
も
主
に
拘
束
が
メ
イ
ン
か
。
」

ド
オ
ゥ
ッ
！
！
！

聖
「
や
っ
と
完
了
か
。
」

俺
は
後
ろ
を
振
り
向
き
光
を
見
た
。
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そ
の
光
は
桜
色
を
し
て
い
た
。

聖
「
・
・
・
・
・
・
」

俺
は
無
言
で
刀
を
抜
い
た
。

ガ
チ
ャ
ン
！
！
！

＞
！
！
？
＜

俺
は
両
手
の
鎖
を
使
っ
て
黒
い
塊
の
?
本
体
?
を
捕
ら
え
た
。

聖
「
来
い
っ
！
！
！
」

ぐ
い
っ
！
！
！

俺
は
鎖
を
引
い
て
こ
っ
ち
に
黒
い
塊
を
引
き
寄
せ
て
…

ズ
バ
ン
！
！
！
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す
れ
違
い
様
に
切
り
裂
い
た
。

聖
「
後
は
任
せ
た
よ
。
 

な
の
は
。
」

な
の
は
「
は
い
！
」

キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
！
！
！

光
が
収
ま
っ
た
。

聖
「
は
あ
っ
・
・
・
疲
れ
た
ぁ
・
・
・
」

俺
は
刀
を
し
ま
い
な
が
ら
地
面
に
座
り
こ
ん
だ
。

な
の
は
「
だ
、
大
丈
夫
で
す
か
？
 

聖
さ
ん
？
」

聖
「
な
の
は
…
俺
は
同
い
年
の
女
の
子
に
さ
ん
付
け
で
呼
ば
れ
る
筋
合
い
は
な

い
ぞ
…
」

な
の
は
「
え
っ
！
？
 

同
い
年
！
？
」
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や
っ
ぱ
り
驚
く
か
…

聖
「
と
り
あ
え
ず
俺
の
家
に
行
こ
う
。
 

俺
の
家
の
ほ
う
が
近
い
。
」

な
の
は
「
う
ん
。
」

俺
と
な
の
は
は
俺
の
家
に
急
い
で
走
っ
た
。
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：
３
：

―
―
―

聖
「
さ
っ
き
の
青
い
宝
石
、
な
ん
て
言
う
ん
だ
？
」

ユ
ー
ノ
＞
は
い
。
 

あ
れ
は
ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
、
ジ
ュ
エ
ル
シ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
＜

聖
「
な
の
は
、
ジ
ュ
エ
ル
シ
ー
ド
を
見
せ
て
く
れ
な
い
か
？
」

な
の
は
「
う
ん
。
」

俺
は
な
の
は
か
ら
青
い
宝
石
、
ジ
ュ
エ
ル
シ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
。

聖
「
見
た
目
は
綺
麗
な
宝
石
な
の
に
な
ぁ
。
 

こ
れ
に
そ
ん
な
力
が
あ
る
だ
な

ん
て
な
ぁ
…
あ
ん
ま
り
信
じ
ら
れ
な
い
話
だ
な
。
」

俺
は
ジ
ュ
エ
ル
シ
ー
ド
を
眺
め
て
い
た
。

ユ
ー
ノ
＞
う
ー
ん
…
＜
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な
の
は
「
そ
う
い
え
ば
ユ
ー
ノ
く
ん
は
ど
こ
に
住
ま
わ
せ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
ん

だ
ろ
う
？
」

聖
「
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
俺
の
家
に
し
ろ
。
 

俺
の
家
に
は
色
々
と
問
題
点
が
あ

る
こ
と
だ
し
な
。
」

ユ
ー
ノ
＞
あ
、
は
い
。
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

え
っ
と
、
聖
？
＜

聖
「
嗚
呼
。
」

ユ
ー
ノ
＞
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

聖
＜

聖
「
嗚
呼
、
よ
ろ
し
く
な
。
 

ユ
ー
ノ
。
」

な
の
は
「
ご
め
ん
ね
聖
く
ん
。
」

突
然
な
の
は
が
謝
っ
て
き
た
。

聖
「
家
に
泊
め
る
話
し
か
？
 

大
丈
夫
だ
ろ
？
 

お
前
の
家
に
連
絡
し
て
明
日

が
休
み
だ
か
ら
止
ま
ら
せ
て
く
れ
っ
て
言
わ
れ
た
ん
だ
か
ら
さ
。
」
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な
の
は
「
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
…
」

聖
「
だ
か
ら
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
。
」

な
の
は
「
う
ん
…
」

少
し
だ
け
不
機
嫌
そ
う
に
頷
い
た
。

さ
て
…

聖
「
後
は
な
の
は
の
寝
る
場
所
か
…
」

な
の
は
「
あ
、
私
は
ど
こ
で
も
い
い
よ
。
 

ち
ょ
う
ど
聖
く
ん
の
部
屋
に
ソ
フ

ァ
ー
が
あ
る
か
ら
そ
こ
に
寝
る
よ
。
」

聖
「
い
や
、
ダ
メ
だ
。
 

お
前
は
ベ
ッ
ド
に
寝
ろ
。
」

な
の
は
「
え
？
 

え
え
っ
！
！
？
／
／
／
」
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聖
「
な
の
は
？
 

ど
う
し
た
ん
だ
？
」

な
の
は
「
だ
だ
だ
、
だ
っ
て
聖
く
ん
の
ベ
ッ
ド
で
し
ょ
！
！
？
 

私
は
よ
そ
者

だ
し
…
そ
れ
に
、
そ
れ
に
…
」

聖
「
た
だ
た
ん
に
俺
が
他
人
を
ソ
フ
ァ
ー
と
か
に
寝
か
せ
た
く
な
い
だ
け
。
 

俺
は
い
い
か
ら
、
な
の
は
は
ベ
ッ
ド
で
寝
て
く
れ
。
」

な
の
は
「
う
、
う
ん
…
」

無
理
や
り
な
の
は
を
納
得
さ
せ
た
。

聖
「
ユ
ー
ノ
は
な
の
は
と
一
緒
に
寝
て
く
れ
。
 

万
が
一
が
あ
っ
た
と
き
の
た

め
に
な
。
」

ユ
ー
ノ
＞
う
ん
。
 

わ
か
っ
た
。
＜

な
ん
だ
か
ん
だ
で
今
日
は
も
う
寝
る
こ
と
に
し
た
。

―
―
―
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千
春
「
今
日
は
厄
日
か
…
？
」

い
き
な
り
聖
が
家
に
殴
り
込
ん
で
く
る
し
、
高
町
な
の
は
と
ユ
ー
ノ
・
ス
ク
ラ

イ
ア
を
連
れ
て
く
る
し
…
は
あ
…

千
春
「
や
っ
ぱ
り
厄
日
か
…
？
」

も
う
一
度
俺
は
た
め
息
を
つ
い
て
、
眠
っ
た
。

―
―
―

＊
（
聖
…
）

聖
（
懐
か
し
い
…
声
…
？
）

俺
は
夢
の
中
で
目
を
覚
ま
し
た
。

＊
（
悪
い
な
。
 

お
前
の
眠
り
を
妨
げ
ち
ま
っ
て
）

聖
（
…
俺
を
夜
に
眠
ら
せ
て
く
れ
る
や
つ
は
い
な
い
の
か
…
）
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＊
（
悪
い
っ
て
ば
。
 

そ
れ
よ
り
、
お
前
か
ら
不
思
議
な
力
を
感
じ
る
。
 

何

か
し
た
か
？
）

聖
（
な
に
も
し
て
な
い
よ
。
 

千
春
（
父
さ
ん
）
こ
そ
、
ど
う
し
て
夢
の
中
に

？
）

千
春
は
頭
を
ポ
リ
ポ
リ
と
書
き
な
が
ら
、
話
始
め
た
。

千
春
（
そ
の
、
さ
…
な
ん
て
言
う
か
、
そ
の
…
す
ま
な
か
っ
た
）

聖
（
な
ん
で
あ
や
ま
ん
の
さ
？
 

あ
や
ま
ん
の
は
、
む
し
ろ
俺
だ
ろ
？
 

な
ん

で
千
春
が
…
謝
る
ん
だ
よ
…
）

千
春
（
多
分
、
俺
が
お
前
に
『
陸
奥
圓
明
流
』
を
教
え
た
か
ら
こ
う
な
っ
た
ん

だ
。
 

本
当
に
す
ま
な
か
っ
た
。
）

聖
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ

千
春
（
そ
う
か
…
安
心
し
た
よ
。
）

千
春
は
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
っ
た
。
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聖
（
次
も
会
え
る
の
？
）

千
春

わ
か
ら
な
い

聖
（
そ
っ
か
。
 

じ
ゃ
あ
ね
、
お
や
す
み
。
 

千
春
）

千
春
（
嗚
呼
。
 

お
や
す
み
、
聖
。
）

千
春
は
消
え
た
。

そ
し
て
俺
の
意
識
も
消
え
て
い
っ
た
。

―
―
―

聖
「
…
…
…
」

俺
は
目
が
覚
め
た
。

聖
「
父
さ
ん
…
」
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俺
は
少
し
だ
け
外
に
出
る
こ
と
に
し
た
。

外
は
優
し
く
涼
し
い
風
が
吹
き
抜
け
て
い
た
。

聖
「
…
…
…
」

俺
は
空
を
見
上
げ
て
い
た
。

聖
「
星
が
…
綺
麗
だ
…
」

沢
山
の
星
が
綺
麗
に
輝
い
て
い
た
。

聖
「
…
…
…
」

俺
は
し
ば
ら
く
歩
く
こ
と
に
し
た
。

聖
「
ん
、
公
園
…
か
」

少
し
考
え
て
い
た
せ
い
か
、
い
つ
の
間
に
か
公
園
に
来
て
い
た
事
に
気
づ
か
な
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か
っ
た
。

聖
「
少
し
だ
け
…
」

俺
は
握
り
こ
ぶ
し
を
右
手
に
作
り
、
地
面
を
叩
い
た
。

す
る
と
黒
い
鎖
が
い
く
つ
も
巻
き
付
き
な
が
ら
巨
大
な
一
本
の
柱
に
な
っ
た
。

聖
「
案
外
で
か
い
な
」

俺
は
構
え
た
。

聖
「
?
虎
砲
?
！
！
！
」

ド
ン
ッ
ッ
ッ
！
！
！

か
な
り
の
衝
撃
が
体
を
突
き
抜
け
て
い
っ
た
。

聖
「
ッ
ッ
ッ
…
！
！
！
 

け
ど
、
か
な
り
の
強
度
だ
な
。
 

け
っ
こ
う
な
盾
に

な
り
そ
う
だ
。
」
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も
う
一
度
構
え
て
…

聖
「
?
無
空
波
?
！
！
！
」

バ
キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
！
！
！

ジ
イ
ィ
ィ
ィ
ン
…

聖
「
い
っ
て
ぇ
！
！
！
 

な
る
ほ
ど
…
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
強
度
が
増
す
の
か
。

」柱
に
は
傷
一
つ
つ
い
て
な
か
っ
た
。

聖
「
こ
の
鉄
球
…
な
ん
か
使
い
道
が
無
い
な
。
 

あ
、
そ
う
だ
。
」

俺
は
考
え
を
実
行
し
た
。

ま
ず
、
鉄
球
を
目
の
前
に
複
数
展
開
さ
せ
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
…
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聖
「
?
虎
砲
?
！
！
！
」

ガ
ガ
ガ
ガ
ン
！
！
！

?
虎
砲
?
ま
た
は
?
無
空
波
?
で
ぶ
っ
た
た
く
。

ギ
ュ
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！

ズ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！
！

聖
「
あ
、
こ
れ
、
案
外
使
え
る
な
。
」

そ
の
後
は
柱
を
消
し
て
色
々
試
し
て
み
た
結
果
・
・
・

聖
「
ま
ず
わ
か
っ
た
の
が
、
鎖
は
伸
縮
自
在
で
ど
こ
か
ら
で
も
出
せ
て
し
か
も

無
限
増
殖
。
 

鉄
球
は
自
在
に
形
を
変
え
れ
て
そ
の
う
え
、
ど
こ
か
ら
で
も
出

せ
て
無
限
増
殖
可
能
。
 

こ
の
く
ら
い
か
な
？
」

俺
は
そ
ろ
そ
ろ
家
に
帰
ら
な
い
と
駄
目
だ
っ
た
か
ら
、
家
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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